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FFWに対する開業医の関心を
高めるための戦略

• 法律で定められたことを活用する
–がん対策基本法

• これをもとに他疾患（リウマチなどの筋骨格系
疾患）に展開
–産業保健での取り組み

–理学療法士などの関連職種の巻き込み







産業医の選任義務なし





若い労働者ほど否定的









フランスではがん患者の80％が、治療後復職している。
がん患者に対する雇用差別は人権問題という認識。



Curie 研究所の研究から（１）

• がん患者が復職にあたって困難と感じること
の第一は罹患前の業務量をこなせないこと
（特に肉体労働者）

–記憶力の減退や集中力の低下

–痛み

–動作の制限

• 企業側の配慮不足（稼働能力の過大評価）

– うつ状態や罪悪感の原因となる



Curie 研究所の研究から（２）

• がん患者の復職には準備期間が必要

• 復職に向けた計画的リハビリテーションの必要性

–明確な目標と方法

–目標の相対化

• 復職することの意義（仲間や家族との関係）→求められてい
るという感覚の確認

–産業医との事前の面談

• 産業医から雇用主への助言と環境調整

–段階的な復職

• 前提としての身体的・精神的状態

• 必要に応じて種々の公的支援を活用（障害者手当など）



がん治療と仕事の両立に関する
我が国の既存文献から

佐藤ら（2013）

佐藤三穂、吉田 恵、前田美樹、鷲見尚己： がん患者が外来化学療法を受けな
がら仕事を継続するうえでの困難と取り組み，およびそれらの関連要因、日本がん
看護学会誌、第27巻( 3): 77-84, 2013.
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協会けんぽに加入するがん患者が
化学療法を受けた曜日の分析

本人・男女計 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
0-19歳 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
20-64歳 0.8% 13.5% 22.3% 18.5% 22.8% 18.4% 3.6%
65歳以上 2.7% 14.7% 16.0% 16.0% 28.0% 20.0% 2.7%
合計 1.0% 13.6% 21.7% 18.4% 23.3% 18.5% 3.5%
家族・男女計 日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
0-19歳 0.0% 7.1% 28.6% 21.4% 21.4% 14.3% 7.1%
20-64歳 0.0% 14.3% 22.0% 25.7% 18.2% 18.9% 1.0%
65歳以上 1.4% 19.3% 27.9% 12.9% 20.7% 16.4% 1.4%
総計 0.4% 15.3% 23.6% 22.4% 18.9% 18.2% 1.2%



厚生労働省： 病気を抱える方の治療と仕事の両立支援に関するガイドライン（H28年）





まとめ

• 仕事と治療の両立支援が国の優先課題と
なっている。

• 特にがんや難病がその対象疾患として重視
されている。

• レセプトから外来化学療法の受診曜日の分
析を行った結果、両立支援が十分行われて
いない状況が示唆された。

• 今後、このような情報を定期的に公開し、両
立支援が促進される基盤整備を行うことが求
められる。


